第６回教育委員会（定）
開会日時　　平成２３年　　３月　２５日（金）　　　午後　　３時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後　　５時４０分
開会場所　　教育委員会室

出　　席　　者

委　　　　　員　　別　府　明　雄

委　　　　　員　　今　井　英　彦

委　　　　　員　　谷　田　　　泰

委　　　　　員　　本　山　千惠子

委　　　　　員　　北　川　容　子

出席事務局職員

　　事務局次長　　茂　木　良　一　　　　庶務課長　　矢　嶋　吉　雄

　　学務課長　　林　　　栄　喜　　　　生涯学習推進係長　　渡　辺　より子

　　指導室長　　中　川　修　一　　　　新しい学校づくり担当課長　　浅　賀　俊　之

　　学校地域連携担当課長　　中　島　　　実　　　　中央図書館長　　近　藤　直　樹

署　名　委　員

　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午後　　３時００分　開会

委　員　長　　本日は、５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２３年第６回の教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、茂木次長、矢嶋庶務課長、林学務課長、有馬生涯学習課長は欠席のため、代わりまして渡辺生涯学習推進係長、中川指導室長、浅賀新しい学校づくり担当課長、中島学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長の、以上８名でございます。

○署名委員の指名
委　員　長　　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により谷田委員にお願いいたします。

　本日の委員会は２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○議事

日程第一　委員長の選出について

委　員　長　　それでは、議事に入ります。日程第一　委員長の選出についてを議題といたします。

　板橋区教育委員会では、４月１日からの次の委員長を選任する必要があります。

　委員長の選任方法はいかがいたしましょうか。お諮りいたします。

教育長　　委員長の選任方法は、教育委員会会議規則第六条第１項ただし書きの規定により指名推薦の方法によるよう、動議を提出いたします。

委　員　長　　北川委員の動議のとおり決することにご異議ございませんでしょうか。

（異議なし）

委　員　長　　ご異議のないものと認めます。それでは、委員長の指名はいかがいたしましょうか。

谷田委員　　本山委員の指名に一任したらいかがでしょうか。

（異議なし）

委　員　長　　谷田委員のご意見のとおりにすることに、ご異議ございませんでしょうか。

（異議なし）

委　員　長　　ご異議ないものと認めます。

　　　　　　　それでは、本山委員、指名をお願いします。

本山委員　　別府委員が適任だと考えますので、委員長に指名したいと思います。

　ご異議ございませんでしょうか。

（異議なし）

委　員　長　　ご異議ないものと認めます。では、別府委員長が４月１日から委員長に選任されました。

　誠に力不足ではありますけれども、ご指名により選任されましたので、再び委員長として頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

（拍手）

○議事

日程第二　委員長職務代理者の選任について

委　員　長　　続きまして、日程第二　委員長職務代理の選任についてを議題といたします。

　新たに、４月１日からの委員長職務代理者を選任する必要があります。委員長職務代理者の選任方法はいかがいたしましょうか。お諮りいたします。

教育長　　委員長職務代理者の選任方法は、教育委員会会議規則第七条の規定により指名推薦の方法によるよう、動議を提出いたします。

委　員　長　　北川委員の動議のとおり決することにご異議ございませんでしょうか。

（異議なし）

委　員　長　　それでは、私から指名いたします。委員長職務代理者として、引き続き、今井委員を指名いたします。ご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　異議ないものと認めます。今井委員を委員長職務代理者として決定いたします。

　今井委員からごあいさつをお願いいたします。

今井委員　　引き続きということで、職務代理をやる気は満々なのですが、別府委員長の場合、私は何もやることがないということで、お引き受けさせていただきます。

　よろしくお願いいたします。

（拍手）

○議事

日程第三　議案第１４号　幼稚園教育職員の給与に関する条例施行規則の一部を

　　　　　　　　　　　　改正する規則について

　　　　　議案第１５号　幼稚園教育職員の期末手当に関する規則の一部を改正

　　　　　　　　　　　　する規則について

　　　　　議案第１６号　幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部を改正

　　　　　　　　　　　　する規則について

　　　　　議案第１７号　義務教育等教員特別手当に関する規則の一部を改正す

　　　　　　　　　　　　る規則について

　　　　　議案第１８号　幼稚園教育職員の管理職手当に関する規則の一部を改

　　　　　　　　　　　　正する規則について

　　　　　議案第１９号　幼稚園教育職員の管理職特別手当に関する規則の一部

　　　　　　　　　　　　を改正する規則について

　　　　　議案第２０号　幼稚園教育職員の初任給、昇格及び昇給等に関する規

　　　　　　　　　　　　則の一部を改正する規則について

　　　　　議案第２１号　東京都板橋区立学校の管理運営に関する規則の一部

　　　　　　　　　　　　改正する規則について

　　　　　議案第２２号　東京都板橋区立学校事案決定規程の一部を改正する訓

　　　　　　　　　　　　令について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（庶務課）

委　員　長　　続きまして、日程第三　議案第１４号幼稚園教育職員の給与に関する条例施行規則の一部を改正する規則について、議案第１５号幼稚園教育職員の期末手当に関する規則の一部を改正する規則について、議案第１６号幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則について、議案第１７号義務教育等教員特別手当に関する規則の一部を改正する規則について、議案第１８号幼稚園教育職員の管理職手当に関する規則の一部を改正する規則について、議案第１９号幼稚園教育職員の管理職特別手当に関する規則の一部を改正する規則について、議案第２０号幼稚園教育職員の初任給、昇格及び昇給等に関する規則の一部を改正する規則について、議案第２１号東京都板橋区立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規則について、議案第２２号東京都板橋区立学校事案決定規程の一部を改正する訓令について、以上の議案第１４号から第２２号まで一括して庶務課長から説明してください。

庶務課長　　それでは、たくさんありますけれども一括して説明させていただきます。

　これは、平成２２年度の人事委員会勧告で、幼稚園教育職員に対しての給与ですとか手当、それから管理運営の方法についての改正が必要であるということに基づいて改正するものでございます。

　若干、復習をしますと、人事委員会勧告というのは、幼稚園教育職員の責務、職責をより的確に反映した給与制度を構築する必要があるといったような観点から、職の見直しを行いました。

　これまで、助教諭等・教諭・教頭・園長という職であったものを、教諭・主任教諭・副園長・園長という職に改めたものでございます。それに伴って、給料表も３級の制度から４級に改めたものでございます。

　そのほかに、月６０時間を超えるような時間外の場合に、これまで、日曜日またはこれに相当する日は含まれていませんでしたけれども、それを含めるといったような改正も条例上は行ってきたわけですけれども、それを実際に施行するに当たって、規則を改正するものでございます。

　順に、簡単に説明をさせていただきます。

　まず、議案第１４号の幼稚園教育職員の給与に関する条例施行規則の一部を改正する規則でございますけれども、これは給料表の改定に伴いまして、これまで別表等で定めていたものがしっかりと給料表の額に反映されることになりましたので、その関係の条文を削除するとともに、月６０時間を超える時間外勤務をした職員に対して、日曜日及びそれに相当する日を含めるといった規定になりましたので、その部分を除外していた規定も、それを削除するといった内容でございます。

　それから、議案第１５号幼稚園教育職員の期末手当に関する規則の一部を改正する規則でございますけれども、これは、まず期末手当における職務段階別加算の割合の適用区分の変更をするといったものでございまして、園長が１００分の１２、副園長が１００分の１０、主任教諭が１００分の５という定めをするものでございます。これまで一般の教員も経過措置的に１００分の５あるいは１００分の７の加算をされていた職員がありますけれども、規定上はその加算がなくなります。

　ですけれども、一番下の３のところに、平成２３年度から、次ページにわたって平成２７年度まで、１００分の５から段階的にその割合を落としていって、最終的には０になるという形の激変の緩和措置をとりますので、それを定めるものでございます。

　それから、議案第１６号でございます。同じく、幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則でございまして、考え方は一緒でございます。

　勤勉手当についても、職務段階別加算を新たに設けるとともに、激変緩和の１００分の５を段階的に削っていって、５年間かけてその部分の措置をなくすというものでございます。

　それから、議案第１７号義務教育等教員特別手当に関する規則の一部を改正する規則でございますけれども、教員特別手当については国費の削減により減額されるということで、これは数年間かけて行ってきたものでございまして、平成２３年度の国費が縮減されるということで、本給の２．２％から１．５％に別表の値を変更するものでございます。

　それから、議案第１８号幼稚園教育職員の管理職手当に関する規則の一部を改正する規則でございますけれども、園長、副園長に支払われる管理職手当の額を決めるものでございます。これまで教頭職といっていましたけれども、副園長職と職の名前も変わったことも合わせて、改正を行うものでございます。

　それから、議案第１９号幼稚園教育職員の管理職特別勤務手当に関する規則の一部を改正する規則でございまして、管理職員特別勤務手当というのは、管理職が緊急の必要性等により休日あるいは週休日に勤務した場合に支給される手当でございまして、その額を定めるというものでございます。

　それから、議案第２０号幼稚園教育職員の初任給、昇格及び昇給等に関する規則の一部を改正する規則でございますけれども、これも、職が新たに定義されて給料表が改められたことに伴って、こういった初任給、昇給、昇格に関する定めを改めるというものでございます。

　それから、議案第２１号東京都板橋区立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規則でございますけれども、副園長を設置する、それから主任教諭を設置するという形で、幼稚園教育職員の職の名称が変わりましたので、それに伴う文言修正をするものでございます。

　最後に、議案第２２号東京都板橋区立学校事案決定規程の一部を改正する訓令でございますけれども、これも同様に、職の名称が、副園長というものに新たに変わりましたので、そのための文言修正をするものでございます。

　以上、人事委員会勧告を適切に施行するために必要な規則等の改正をするものでございます。以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　条例変更に伴う規則の変更、文言の修正ということでございますので、よろしいでしょうか。

　では、お諮りいたします。日程第三　議案第１４号、第１５号、第１６号、第１７号、第１８号、第１９号、第２０号、第２１号、第２２号について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○議事

日程第四　議案第１１号　教育科学館、少年自然の家八ヶ岳荘及び榛名林間学園

　　　　　　　　　　　　管理運営に係る年度協定について

　　　　　議案第１２号　社会教育会館条例施行規則の一部改正

　　　　　議案第２３号　平成２２年度板橋区登録、指定文化財の決定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生涯学習課）

委　員　長　　日程第四　議案第１１号教育科学館、少年自然の家八ヶ岳荘及び榛名林間学園管理運営に係る年度協定について、渡辺生涯学習推進係長から説明願います。

生涯学習推進係長　　３月９日の教育委員会におきまして、少年自然の家八ヶ岳荘の基本協定、教育科学館、少年自然の家八ヶ岳荘、榛名林間学園の平成２３年度の年度計画について、お諮りしてご了承いただいておりますが、本日は、それに基づく平成２３年度のそれぞれの施設の年度協定についてお諮りいたします。

　大変申しわけないのですが、委員の皆様のお手元には教育科学館の分の差し替えの資料が３枚いっていると思いますので、こちらの方でお願いいたします。

　では、資料をご覧ください。

　まず、別紙１、別紙２、別紙３がそれぞれの施設の年度協定になっておりますが、年度協定そのものをご覧いただきながらお話し合いをしていただきますと、分厚くてなかなか分かりにくい点があるかと思いますので、それぞれの協定につきまして主な変更点をまとめたものを、別紙４、別紙５、別紙６でつけてありますので、そちらの方をご覧ください。

　まず、教育科学館でございますが、年度協定では、まず、協定期間が平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日。管理運営費の金額が、昨年度と多少変わっておりまして、３１７万円ほどの増額になっております。これは、プラネタリウムの投影システムの取り替え工事及び番組改定作業費の増となっております。

　それから、教育科学館は、平成１９年度に指定管理者制度を入れまして５年目になります。平成２４年４月からは新しい２巡目になりますので、平成２３年度で選定を行いますが、その選定業務の協力をお願いしてあります。

　それから、業務仕様書の方では、臨時休館日ですとか、今までも実施していたのですが、記載がなかった所管のモニタリング調査を記入しております。それと、指定管理者の選定の協力依頼がございます。

　それから、４６ページになりますが、防火管理者に関することを加入してあります。これは、政策経営部からの通知に基づいて新たに書き加えたものでございます。

　それから、もともと、教育科学館の裏に新常盤児童遊園というのがありまして、そちらの管理もお願いしていたところですが、明確な記載がなかったものですから、本年度から改めて記入いたしました。

　それから、４番。７６ページの水質検査の項目が新たに入っておりますが、これは平成２１年１月に保健所の検査で指摘がありまして、雨水利用に当たっても水道水と同じだけの水質が必要だということで、これだけの検査をしなければいけないということになりまして、新たに始めるものでございます。

　それから、９０ページが先ほど申し上げましたプラネタリウムの投影システムの取り替え業務と番組改定作業を加えております。

　収支計画書の主な変更点は、プラネタリウムの観覧料が１０万円ほど増額しております。本年度においてもかなりのプラネタリウムの観覧者増がございましたので、来年度も増が見込まれるということで、指定管理者の方でそのような見込みを出してきております。

　支出額につきましては、人件費が、平成２２年度と比べまして２６０万円ほど増えておりますが、これは新たに準指導員を１名入れまして人数を補強したという形になっておりますので、その分の増でございます。

　ただ、これは、指定管理者の方で経費の見直しですとかそういったものを行いまして、総額の指定管理料には響いておりません。

　教育科学館については、主な変更は以上のとおりでございます。

　八ヶ岳荘少年自然の家でございます。

　協定期間は、平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日になっております。

　管理運営経費の変更につきましては３７万円ほどの減額になっておりますが、これは八ヶ岳荘が平成２３年度から新たな指定管理期間になりまして、そのご提案の中で提示額が従来よりも下がった分の減額になっております。業務仕様書の中では、保守点検等の臨時休館日の記載がございます。

　それから、こちらの方も、契約管財課の方の通知文に基づきまして、委託業務の清掃などの労働環境の整備の項目が新たに付け加えられております。

　それから、１３ページ。移動教室、青健その他の区が行う行事の業務の中で、地域の関係者等から、危険な動物の出没やがけ崩れ等危険箇所に関する情報の収集に努め、その情報を教育委員会に適宜報告するとともに、利用者に情報の提供を行うことということを新たに書き加えました。

　これは、昨年度８月上旬ぐらいから、八ヶ岳荘の近辺で熊が出没いたしまして、昨年度から、指定管理者にはそれに対する対応をしていただいておりますが、改めて明文化したものでございます。

　それから、次の４番、建物の定期点検。これは法律改正による定期点検でございますので、新たに加えました。

　次の５番、公衆電話管理業務ですが、これは八ヶ岳荘に置いてありますピンク電話なんですが、今まで生涯学習課で管理しておりましたが、遠隔地ですので、金銭の収集などで時間が少しかかってしまいますので、指定管理者にお願いすることになりました。

　その他の管理運営に関する業務でございますが、指定管理者の選定業務が終了いたしましたので、その項目を削除いたしました。

　それから、次の７番。防火管理に関する業務の加入は平成２３年１月２０日の政策経営部の通知に基づきまして新たに入れたものでございまして、防火管理者の選定ですとか消防計画の策定ですとか、今までもやっておりましたが、それを新たに明文化したものでございます。

　それから、収支計画でございます。利用料金、食事料金はそれぞれ対平成２１年度実績に比べますと増加しております。それから、先ほど申し上げました公衆電話の管理業務が入りましたので、その分が新たに３，０００円ほど見込まれております。

　管理運営経費につきましては４，２００万円ほどで、平成２２年度の計画と４５万円ほど増加しておりますが、これは建物の点検業務ですとか、３年に１度の点検業務が入っておりまして、増額になっております。

　それから、６番でございます。榛名林間学園の管理運営に関する主な変更点でございます。こちらも年度協定では、まず、期間が平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの変更になっております。

　それから、管理運営業務経費の変更でございます。これは減額になっておりますが、基本の指定管理料が減額になったわけではなくて、温水ヒーターですとか備品購入費などの削減がありました。

　それと、人件費につきましては一部見直しを行いまして、それを差し引きましても、備品購入費などの減がございますので総体では減額になっております。

　業務仕様書につきましては、臨時休業日の設定。それから、先ほど八ヶ岳荘のところで申し上げましたが、榛名では昨年は熊の出没等はございませんでしたが、一応、同じような林間の地域ということで、榛名にも同様の危険な動物の出没等の項目を書き加えさせていただいております。

　それから、次に建物点検業務３年ごとですが、これも加えさせていただきました。

　公衆電話の管理も同様でございます。

　その後、５番も、先ほど申し上げました八ヶ岳荘と同じ理由で防火管理に関する業務を新たに入れております。

　八ヶ岳荘と比べますと、榛名の方には清掃業務に関する労働環境の整備という項目が新たに書き加えられていないところなのですが、こちらの榛名林間学園においては清掃業務は委託しておりませんで、直接指定管理者の方で実施しておりますので、同じような施設ですが榛名の方にはその記載はございません。

　それから６番で、備品購入の業務として年度計画で買いかえておりますが、石油暖房機４台の購入業務を加入しております。

　収支計画でございます。

　収入については、利用料金、食事料金とも、前年の平成２２年度と見込み額は同額になっております。

　それから、こちらも公衆電話、ピンク電話なんですが、管理を指定管理者にお願いすることになりましたので、その分が増額になっております。

　支出の方では、人件費の見直しを行いました。平成２３年度の人件費は、平成２３年度が３３万円増額になっております。

　これは指定管理制度の運用に関する指針に基づきまして見直しを行いまして、パート従業員の時間単価の増と、調理の補助員の月額単価の増ということで、年間で３３万円増額しております。

　それから、２，２３５万３，９４８円は平成２３年度で、本社経費に６０万円ほどを組み込んでおりますので、その分で減額になっております。

　指定管理者本体の榛名林間学園の中での人件費の見直しは行って増額になっておりますが、もともと榛名の方で計上しておりました本社から派遣されます設備技術者の人件費を本社経費の中に移しましたので、差引３０万円ほどの減額になっております。
　それから、建物点検経費が３年ごとの１４万７，０００円で計上してあります。

　石油暖房費の計画的な買いかえ事業は平成２３年度が最後になりまして、４台分の計上となっております。

　年度協定については以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　特に問題ないと思うのですけれども、ただ、震災がありましたよね。震災があったことで、何か見直さなくてはいけないようなこととか、そういうことがあった場合は、後で落とすとかというのはどんなふうに。

生涯学習推進係長　　今のところ、榛名の場合は３月の利用者がいなかったこともございまして、計画停電の地域に入っていたものですから、榛名につきましては、３月については休止にしております。ただ、もともとお客様が余りいらっしゃらなかったということで、特に大きな影響はございません。

　４月以降については、これからの区の方針ですとか対策の状況によりまして変わるかと思いますので、そのときには政策企画部ですとか財政課と相談して決めていきたいと思っております。

教育長　　これから東北地方の復興の関連などで審議をしなければいけない支出なんかも多分出てくるだろうと思います。今、区全体で、今後、大規模に見直しできる事業はないかというようなところの調査に入ったところなんです。

　さっき、ちょうどその文章を見せてもらっていたんですけれども、そうなると、場合によっては、この間、まだ余震が続いている状況の中では、教育科学館のプラネタリウムは危ないということで中止をしていますけれども、例えば、プラネタリウムは１年間中止にしてしまうだとか、そういうことも含めて色々出てくるかと思っていますので、その場合はまた指定管理者と協議でということになります。
委　員　長　　契約上は、変更ができると。

　　　　　　　すごく些細なことですけれども、ピンク電話の基本料金というのはどこで払っているんですか。

生涯学習推進係長　　生涯学習課で払っていたんですけれども、それも含めて全部、あちらの方にお願いするということです。

教育長　　教育科学館の事務経費のところで、「準指導員を新規ポストで」と書いてある、準指導員というのは、科学指導員とはまた違うものですか。

生涯学習推進係長　　内容的にはほとんど事務の仕事をしていただくのですが、今年度は科学実験教室ですとか色々力を入れたい部分があるということで、その事務を円滑にするために、色々組み換えをしたり、指定管理者が多少営業利益を削って費用を捻出したりして、それでも人を増やして実験教室に力を入れていきたいという意向だったので、それでお願いをいたしますということにしてあります。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

　では、次に、議案第１２号社会教育会館条例施行規則の一部改正について、同じく渡辺係長から説明願います。

生涯学習推進係長　　では、議案第１２号の資料をご覧ください。

　こちらは様式の変更なんですが、社会教育会館では、全庁的に使用しています施設管理システムを利用して施設を利用する方から料金をお支払いただいて管理をしているのですが、この中で、利用承認書、利用承認取り消し通知書というのがありまして、様式を見ていただくと、特に電話番号ですとか住所が書いてあるような旧様式は、新旧対照表をご覧いただいても様式を見ただけではないのですけれども、実際に出力されるとここに電話番号ですとか住所が出力されていました。

　全庁的にこのところを、個人情報保護の観点から、施設管理システムを修正いたしまして、住所ですとか電話番号が出力されないように変更するということで、それに伴いまして書式の見直しをして整理統合したという形になっておりまして、第３号様式と第６号様式を変更するということで提出させていただいております。

委　員　長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　個人情報保護の観点から、様式を変更したということでよろしいでしょうか。

　では、次に、議案第２３号平成２２年度板橋区登録、指定文化財の決定について、報告８の告示とあわせて、秋山文化財係長から報告願います。

文化財係長　　では、ご報告申し上げます。

　平成２２年度板橋区登録・指定文化財の決定でございます。

　文化財の登録。東京都板橋区文化財保護条例第４条第１項及び第１３条第１項の規定に基づき、次のとおり、新たに文化財を登録する。

　新たに登録するもの。（１）有形文化財（３件）でございます。内容は、田中泰彦家文書、栗原良一家文書、そして、説経浄瑠璃五代目若太夫墓。以上、有形文化財３件。

　次に、有形民俗文化財といたしまして２件。前野町五丁目熊野神社所蔵絵馬・扁額。赤塚氷川神社所蔵絵馬・扁額。以上、２件でございます。

　続きまして、無形民俗文化財。赤塚氷川神社田遊び。この１件でございます。

　そして、記念物としまして赤塚諏訪神社富士塚。

　以上、７件でございます。

　提案理由といたしましては、板橋区文化財保護審議会から答申がございましたので、承認する必要があるということでございます。

　それぞれの文化財の内容につきましては裏面の方に掲げてございますが、かいつまんで申し上げますと、田中泰彦家文書につきましては成増の旧家の文書でございまして、成増地域の歴史の変遷や、特に近代から現代にかけての資料が非常に豊富にございます。

　栗原良一家文書につきましては、こちらは旧上板橋村の旧家でございまして、あと江戸時代の富士講に関する資料がかなり含まれております。

　それから、説経浄瑠璃五代目若太夫墓につきましては、現在、都の指定文化財になっております三代目若松若太夫及びその先代の若松若太夫、こちらはもう故人になっておりますけれども、その師匠格に当たる五代目若太夫という方のお墓が乗蓮寺にあります。板橋区に住まわれていて活動をされて、そして亡くなってから乗蓮寺に埋葬されました。それが、赤塚移転に伴いまして、今の赤塚の現在地にございます。やはり、説経浄瑠璃は板橋を中心に広がっていったという記念的なものでございます。

　それから、前野町五丁目熊野神社所蔵絵馬・扁額及び赤塚氷川神社所蔵絵馬・扁額。こちらは両方とも江戸末、あるいは明治・大正期における地域社会の神社に対する地域の信仰を明らかにする上で重要な資料でございます。

　それから、赤塚氷川神社田遊び。これはご存じのとおり、既に板橋区では、板橋の田遊びとしまして、徳丸北野神社田遊び、赤塚諏訪神社田遊びが国の指定になっております。

　それ以外に、実は赤塚氷川神社でも田遊びが行われているということで調査をしまして、先に指定されております徳丸と赤塚諏訪神社の形態に比べますと非常に簡略化された形になっております。

　ですので、国の指定等にはなっておりませんけれども、道具が残っておりまして、その道具は昨年度登録していただいたところでございますけれども、その年号等を調べますと江戸時代から行われたということで、形態は大分簡略化されてはおりますけれども、脈々とまだ続いているということで、今後、これもきちんと登録して保存すべきであるということでございます。

　それから、赤塚諏訪神社富士塚につきましては、諏訪神社に小山のような形で存在しております。江戸時代に富士山信仰に基づきまして、皆さんが全員富士山にお参りに行けるわけではないので、富士山を模した形でのミニチュア版の富士山というような捉え方でよろしいかと思っております。

　この富士塚につきましても、この地域と周辺地域における富士山登拝講の活動状況や地域の歴史、信仰、民俗、風習等の実態について考察をする上で重要な史跡であるということでございます。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　今年の桜井徳太郎賞で、中学生が冨士講についてやっておりましたから、この辺の栗原良一家文書の中の資料がもっと分かりやすく出ていると参考になったのではないかなという気もいたしました。ほかにございませんでしょうか。

　では、お諮りします。日程第四　議案第１１号、議案第１２号、議案第２３号について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○議事

日程第五　議案第１３号　板橋区立図書館の指定管理者年度事業計画及び管理業

　　　　　　　　　　　　務に関する基本協定の変更に係る覚書の取交しについ

　　　　　　　　　　　　て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館）

委　員　長　　日程第五　議案第１３号板橋区立図書館の指定管理者年度事業計画及び管理業務に関する基本協定の変更に係る覚書の取交しについて、中央図書館長から説明してください。

中央図書館長　　議案第１３号でございますが、区立図書館の指定管理者３社から来年度の事業計画が提出されております。この事業計画についてご承認をいただくことが１点。

　それから、来年度、基本協定に１カ条加えるという変更をいたしますので、そのための覚書の施行についてご承認をいただくということが１点でございまして、合わせて２点のご承認をいただくものでございます。

　資料の方は、先に年度事業計画についてご説明をいたします。

　３社からそれぞれ提出されておりまして、インデックス１の①、こちらは丸善株式会社から提出されているものでございますが、１枚おめくりいただきますと目次がございます。

　目次のところをご覧いただきたいと思いますが、１番から９番までの項目がございます。これらの項目につきましては、３社とも共通でございます。内容につきましてはそれぞれ異なっている点がございます。

　特に６番の利用者サービスと図書館事業の部分につきましては、これは公共図書館の典型的な従来からの事業ということでございます。ほぼ、各館共通の事業で、中央図書館でも行っている事業でございます。

　それから、７番の特色ある図書館づくりにつきましては、平成１９年に区立図書館の資料選定基準というものを定めておりまして、これは直営のころから、各館の特色づくりということで、その特色に合った図書資料を購入・整備するということで進めているものでございます。

　それから、８番の自主事業につきましては、それぞれ各社で自主的に行っていただくといいますか、各社で企画をいただいて展開をいただいているというところでございます。

　これまでの計画と特に変わっている点について中心に説明をいたします。

　今の丸善株式会社の計画書の１１ページをお開きください。

　こちらは、⑤学校連携でございますが、これは自主事業ではなくて、図書館の利用者サービスといいますか、従来型の事業ということなんですが、特に中ほどにボランティアに関する講習会ということで、今年度から各地域図書館においても読書ボランティアの育成を進めておりまして、そういった部分が来年度も入ってございます。

　それから、２枚ほどおめくりいただきまして、１６ページになります。

　上の方の⑤番のところになります。これは自主事業の部分でございますが、「いたばし学び支援プラン」の重点事業、「毎月２３日は家庭読書の日」普及・啓発のための取り組みということがありまして、４月２３日というのが全国的に「子ども読書の日」ということになっておりますが、この日にイベントの実施。それから、１０月２３日は秋の読書週間なのですが、この時期に読書推進講演会を実施というような事業が載っております。

　それから、インデックス１の②図書館流通センターにつきましては、今年度の事業計画と特段大きな変化はございません。

　次の、１の③のインデックスのヴィアックスでございますが、９ページをご覧いただきたいと思います。

　９ページの下から３分の１のところに、インターネット上の情報の活用ということがございまして、レファレンスツールとして、インターネット上のデータベースを活用してという取り組みが載っております。

　これにつきましては、今年度実施しましたモニタリング評価の中で各社の共通の課題ということで上げられておりましたので、それを受けての展開といいますか、対応ということだと思います。

　それから、隣の１０ページの下の方に、②番で地域連携という項目がございますが、ヴィアックスにつきましては福祉施設ですとか、あるいは「あいキッズ」との連携を深める連携事業に取り組んでおりますとありまして、これらを各館において来年度も実施していくということになっております。

　それから、次の１１ページにつきまして、やはり家庭読書の日についてということで記載がございます。「子ども読書活動推進計画」に基づき、本を読むきっかけとなるイベントを検討いたしますということになっております。

　主だった内容については、かいつまんで説明させていただきましたけれども、このような形になっております。

　それから、基本協定の変更につきましては、資料の後ろの方に覚書の案が添付してございますけれども、こちらにつきましては、今年の２月に政策経営部から、指定管理者制度導入施設に係る協定につきましては災害事故等への対応という条項を追加して取り決めをするという方針が示されておりました。折りしも、震災が発生したわけですけれども、４月１日付で図書館との基本協定についても１カ条追加するということでございます。

　ちなみに、これまでの基本協定では、災害時については区の防災担当の所管への協力をすることということしか定めがございませんでした。今回の協定では、対応マニュアルをあらかじめ策定して必要な研修・訓練等を実施する。それから、日ごろから関係機関と連携を密にするなどといった内容が盛り込まれております。この基本協定を変更するために、この覚書を交わすということでございます。

　雑駁ですが、説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　災害事故対応マニュアルのひな形みたいなものは中央図書館の方でつくられるわけですか。それとも、それぞれ各社ばらばらで。

中央図書館長　　調べてみたのですが、地域防災計画はもちろんございますけれども、図書館固有の防災マニュアルというのはございませんでした。指定管理者に投げかけをしますので、中央の方でも早急につくって、またシミュレーションの訓練はしていくということで考えております。

　ただし、消防計画というのがありまして、かなり震災対応についても具体的な記載がありますので、それらによる対応というのは現状でもできるとは思っておりますけれども、図書館の固有の防災マニュアルというものはございませんので、作成に取りかかるということにしております。

委　員　長　　あとは、どこかの社は読み聞かせボランティアの講習を行うということで、今も結構ボランティアは講習を終えて余っているというか、本当は必要としたいけれども、なかなかやるべきところがないという方がいるから、講習会をやったら、どこかでそれを生かせるチャンスをつくってあげるといいかなという気がいたします。

　要するに、ボランティア同士の読み聞かせ会でもいいと思います。

中央図書館長　　ボランティア同士のですか。ボランティアにつきましては、朗読講座というのを従来からやっております。これは、色んなアンケートをとりますと、例えば老化防止ですとか、朗読をしてみたり、色んな理由で生涯学習としてやっていますので、それはそれで結構なんです。

　そういった朗読講座を受講していただいた方に対して、ボランティア登録はいかがですかという働きかけをしておりまして、志のある方は中央図書館で登録をいただく読書ボランティアという制度を持っております。登録ボランティアを対象に、ボランティア育成研修というのをやっております。

　実は、今年度はシリーズで４回やりまして、講師の方のアドバイスもありまして、４回目が情報共有と意見交換ということで、連絡会を最後にやりました。

　そういう中でも、活動の場が欲しいというご意見をいただいておりますので、これは地域図書館を含めて、何とか読み聞かせ等の場を拡大していくという１つの課題にはしておりますので、取り組んでいきたいと思っております。

委　員　長　　ほかにございますでしょうか。

　では、お諮りします。日程第五　議案第１３号について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○報告事項

１．平成２３年第１回区議会定例会（３月）代表質問答弁要旨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料）（教育長）

委　員　長　　それでは、報告事項について聴取いたします。

　報告１「平成２３年第１回区議会定例会（３月）代表質問答弁要旨」について、教育長から説明してください。

教育長　　机上にある方の資料をご覧いただきたいと思います。

　３月９日に１日かけて開かれました平成２２年第１回の区議会定例会の代表質問でございます。各会派から１名ずつということでした。

　自民党は、茂野議員が教育について少しまとめて質問をさせてくれということで、質問をされました。

　比較的、基本的なところの質問が多かったと思っています。教育委員の人選はどうやっているのかというようなことですとか、教育委員会としてもナンバーワン教育委員会になってほしいんだということですとか、学力の面でも全国ナンバーワンになる意気込みを示してほしいというようなご意見がございまして、ここに書いてありますように、今までのやっていることを報告させていただいております。

　特に、学力全国ナンバ－ワンを目指す決意をと言われたのですけれども、教育支援センターも南館に入れてもらえるようになりますし、フィードバック学習方式などの学力向上もだんだん根付いてきていますので、教育をしていく、向上していく環境は整えつつあると思っていますので、これ以降、また頑張ってやっていきたいと思います。

　それから２枚目にいきまして、議員は、夏季休業日を８月の終わりに取るのではなくて７月の終わりに取って、９月を初めから開いた方がいいのではないかというお話でした。これは７月ではなくて８月の終わりにするということを検討の上、中学校の部活動のことなども検討の上決めておりますので、当面はこれでいかせていただきたいと思います。

　それから、ご自分の地域の課題ということで、上板橋第三中学校と前野小学校の主に耐震工事・大規模改修工事等のことについてご質問いただいています。

　上板橋第三中学校は、確かに非常に古い、昭和３６年に建設された学校でして、今回、耐震補強工事をやりましたけれども、今後、大規模改修なども必要になってくると考えているところです。

　平和公園を使ってやったらいいではないかと言われているんですけれども、やはりあれは地域の公園でかなり根付いていますし、大きな木が結構立っていますので、難しいと考えています。

　それから、前野小学校は、当初、耐震補強工事で済ませようと思っていたんですけれども、一部コンクリート強度が弱いということで、改築と計画変更しました。またその後で、今度は新しいＳＲＦ工法という工法で耐震補強工事ができるということで、耐震補強工事に変わったということもありまして、地域の方々に混乱をさせてしまったという実態があります。それをお詫びするとともに、ここについては、体育館と特別教室の棟は改築をせざるを得ないということもありますので、その辺のお話をしております。

　それから、次の公明党の中野議員については、これはまだはっきり分かっておりませんけれども、一体化施設のこども園の創設に伴って、補助金等、私立保育園への影響はどうなっているのかという質問がありました。

　それから、フィードバック学習方式については、きちんと教育委員会としてふりかえり調査の後の指導を統一してやってほしいという要望がありまして、ご報告したようなことをお話ししております。

　それから、学校支援地域本部事業の効果について、どういうふうに子供たちと地域が変わってきているのだということをご質問いただきました。これを始めたからといってガラガラと大きく変わるということではないのですけれども、確かに企業や地域の方が学校の応援に入ることによって、子供たちも入ってきてくださる地域の方々とあいさつができるというようなコミュニケーション能力が少し高まっているのではないかというようなことと、参加されている方については、学校教育への理解がさらに深まっているというような充実感も得ているのではないかとお答えをしています。

　それから、共産党の松崎議員は、また再び食材料補助事業を復活して、公費負担を増やして給食の親の自己負担を少なくするべきであるということで、お答えをしていますが、今のところは、給食の食材費補助の事業は、以前はやりましたけれども、今はやっておりません。

　ただ、これからまたどういう形で食材が動いていくか分かりませんので、そのときには、必要があれば検討はしなければいけないと思っています。

　それから、夏休み短縮分（５日間）の給食費を助成しろという要望もございましたけれども、これも、食費は保護者負担が原則という考え方でやっておりますので、特に今回は給食費を少しこの分を上乗せさせていただきましたけれども、大きな問題なくやっていますので、そのままいきたいと思います。

　それから、民主市民のおなだか議員は、滞納世帯の現状ということで、これは給食費の滞納世帯から保育料の滞納世帯と、皆、一括してご質問があったんですけれども、住民のモラルの低下と捉えている部分があるのかというご質問でした。今回は３件実施をいたしましたけれども、その３件について見ますと、滞納理由として、口座に入金するのが面倒だったとかいうのを聞きますので、確かに少しモラルの低下もあるのではないかというお答えをしていたところです。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　前野小学校のようなケースはほかにもあるんですか。ここが、たまたま新しい工法ができたから行ったり来たりということだと思うのですけれども。

教育長　　向原中学校もそうでした。このＳＲＦ工法というのを使ったのが前野小と向原中学校と２校だったので、向原中学校も「改築します」と皆さんに申し上げておきながら「耐震補強に変えました」ということなので、大分ご迷惑をかけてしまったということです。追加があれば。

新しい学校づくり担当課長　　そのとおりでございます。

委　員　長　　今回の震災で、国の方は学校の耐震体制を急ぐようなことを言っておりますけれども、板橋区の場合、それによって早くなるようなケースが出てくるものでしょうか。

教育長　　特別な例外を除いて、平成２２年度で耐震補強工事は終わったんです。残っているのは、耐震を理由にして改築をしている３校。

　ただ、この３校に関してはもう仮校舎に移りましたので、仮校舎は大丈夫です。

　あと残っているのは、今の前野小と向原中学校。この２校に関しては、一応、ＳＲＦ工法で簡易耐震補強はしたんですけれども、最終的なものに関しては平成２３年度に行うことになっています。

　それと、今ちょうど耐震補強・大規模改修をやっている途中の学校が、板四小、坂下小です。その２校では、半分古い校舎を使っているものですから、新しい仮校舎に移っている部分は大丈夫なんですけれども、古い校舎を使っている部分がまだ耐震補強が終わっていません。これも平成２３年度中には終わります。

　細かいところで言えば、志村二中が昨年度に耐震補強工事が終わって、１年明けて来年に大規模改修をやるんですけれども、ごく一部のところだけ耐震補強工事が終わっていない部分がある。

　板五中も半分やっていまして、半分耐震補強工事が残っていまして、平成２３年度になります。

　ですので、平成２３年度の末には全部耐震補強工事は終わります。

委　員　長　　国の方が「急げ、急げ」といっても、もうほとんど終わっているので。

教育長　　板橋では、前倒しでやってございましたので。

委　員　長　　それによって変更されることはないということでよろしいでしょうか。

　ほかにございましたら、どうぞ。

今井委員　　学力全国ナンバーワンを目指すかというと板橋では目指しません。それは結果的になってしまうことはあるかもいけれども、目指すと多分いいことはなくて、例えば８割の子供に満点、２割の子供は切捨てみたいな戦略とか色んなことがあり得てしまうので、「目指しません」と言いたいと思います。

　それから、フィードバック学習方式は学校によって取り組みに差がある。差があるから、指導主事の先生が各校を回っているという、だから差があっていい。

　ただ、この学校はすごく役立つはずだというところで使ってないとか、そういうのはもちろん問題でしょうけれども、取り組みに差があるというのは当然の話です。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

○報告事項

２．文教児童分科会報告（２３．３．８）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料）（次長）

委　員　長　　では、次に、報告２「文教児童分科会報告（２３．３．８）」について、次長から報告してください。

次長　　それでは、お手元にございます「文教児童分科会速報」に基づいてご報告します。

　この文教児童分科会というのは、文教児童委員会の中で、１人の委員が２０分ずつ、来年度予算について好きなものを聞いていくというようなやり方でやってまいります。

　ですから、予算を聞く人から、方針を聞く人から、ばらばら出ていますので、私も追い切れない部分がございますが、ちょっと重要な、後に引っ掛かるような部分についてはご説明したいと思います。

　最初に、大野委員が教員に関してということで、要は教員自身が非常に事務も大変だし、新しい人たちを育てるのも大変だよと、どうなっているんですかという内容をお聞きになりました。

　次が、田中委員が学校給食のアレルギー対応に関してということで、アレルギー対応を聞かれました。下にありますように、その先の保育サービス課の方も全部聞いていっているんですけれども、要は、今、区においては、除去食というのを基本にしてアレルギー物質を除くというのですが、近ごろは代替食、抜くだけではだめだ、代わりを出せという方向がございまして、どこまでできるかと。

　これもまた、アレルギー物質が色々あって、その学校にどういう子供たちがいるか、何種類つくらなくてはいけないかということで、ずっとこれからも全校同じように代替食を出せみたいな形が出ると思います。なかなか難しいですよと、実際はこういうことですというお話をしております。

　それから、松崎委員は、先ほども教育長がご説明しましたように、義務教育に係る経費についてはただなんだろうと、保護者負担をどう軽減していくかということで様々な質問をされました。

　どんな楽器を買うのかから始まって、ピアニカの口だけは別にして本体は残している学校もあるだろうとか色んなことを言われておりまして、個人で負担しなくてはいけない部分はそれはそれでやっていただくと言っていますけれども、裏側を見ていただくと、極端な話をすると、よく学校で授業に使うドリルは買わせているのにフィードバックがただなのはおかしいとか。もう、言い方は、逆に言うと、フィードバックがただなんだからドリルもただなんだというような、なかなか難しいお話をさんざんされております。少しでも負担軽減はしていきたいですけれども、できない部分はできない。全校統一ではない部分はできないというお話をさせていただいています。

　次の高沢委員は、最初は、学力向上支援。特に理科教育についてのご質問をされました。とりわけ、平成２２年度は消耗品を買って色々やっていったわけですけれども、今年度についてはコア・サイエンス・ティーチャーの配置を増やすという表現になってございますので、その内容を詳しく聞かれたところです。

　それから、その先、ボローニャのところでは学校との連携。今、何校ぐらいがそのボローニャの本を借りていって団体貸出をやっているんだ、もっと増やしてほしいというお話が主でございました。

　それから、菊田委員は旧板橋第四中学校について。今フレンドが入っているんですけれども、それ以外にどうやっていくんだという。一時、教育支援センターの話もありましたので、ご質問を受けました。例えば、保育園なんかに使ってもいいのではないかという話も出ております。

　次のページで、小林委員につきましては３５人学級に関してということで、板橋区の場合はどうなるんだということでございます。

　３月８日時点では、柔軟な対応という部分についての話は出ておりませんでしたので注視していますけれども、極端に増減すると危ないような学校も一、二校あるというお話をさせていただきました。その後、また今回の地震等で大分流動的な部分もあるかと思いますけれども、当時はそのようなお話をさせていただきました。

　それから、それ以外にも、フィードバック学習とか授業についていけない子供、九九のできない高校生を把握しているかとか若者の無業者への対応とかいろんな質問が出されました。

ところが、逆に言いますと、若年無業者への対応などというと、厳密にいうと、青小年は、乳幼児期から青年期まで。青年期としておおむね１８歳からと３０歳までを指すことが一般的のようです。最近では、子ども・若者ビジョンの制定を受けて、若者(思春期、青年期で４０歳未満)という言い方をよくするようになっています。そうすると、生涯学習の範疇なのではないか。法的に言えば、生涯学習課の若者の対策の範疇に入るのではないかという部分も、言葉の使い方からすれば出てくるんです。

　実際、ご案内のように、私どもは学校教育を中心にやっていますけれども、将来的なビジョンをどこまで区で、生涯学習なんかでやらなくてないけないかというのは将来の課題になるかもしれません。

　次のまとば委員はスポーツに関してということで、最初のときは、要は、国体やオリンピックを目指すような人たちを育てることもやれというようなお話だったんですけれども、学校教育の部分では、なかなかそれはできませんというお話をさせていただいております。それから、ライフワークであるライフセービングの教室についてのお話も聞かれました。

　それで１巡回ると、また２０分間ずつの質問時間を割り当てられました。

　次に大野委員は、この中では、特に土曜授業の実施の可能性ということで、これについては、また何回もやっていますけれども、板橋区の場合、東京都の土曜授業、この辺についてのご説明をさせていただきました。

　それから、教育支援センターの機能の中の教育相談所ということで、成増に電話相談がないとか、今後、成増の方に相談したときに教育支援センターの関係はどうなるのかというようなことでございまして、この辺についても、今後、教育支援センターの相談機能の内容をきちんと明らかにすることによって明確になってくるものだと思っております。それから、「あいキッズ」事業についても、ご質問をされております。

　次のページをお開きください。

　２巡目の田中委員の方は、真ん中にあります学校図書館の司書配置の増額要因、この辺について結構聞かれたような気がしております。

　その他施設の改修の金額の限度、この辺も大分資料なんかを出しているような次第です。

　それから松崎委員は、フィードバック学習の１人にかかる経費についてというお話をされたり、学校の耐震化、向原が改修で済んだ理由とか、あの地域の状況もございますのでその辺も聞かれました。

　あと、学校体育館の空調に関してということで冷房機への見解ということで、結構、これからまた色んな方から、学校の体育館に冷房を入れなさいというような話は出てくると思います。

　今、暖房ですらなかなか大変なんですけれども、これは議会でやったのではなく、議会が終わった後にちょっと計算してみたんですが、極端な話をすると、体育館は２０メートル、３０メートル、高さが十何メートルとかやっていくと、体育館だけ冷房するだけで４０から５０教室分ぐらいの能力がないととてもできない。しかも、天井がないような建物です。教室の体積で考えていくと簡単に出ると思いますけれども、「これは難しいね」と言っておりますが、なかなかこれからも出てくると思います。

　それから、ライフセービングの委託経費についてというのも出ました。ここでちょっと特徴的なのは、松崎委員がおっしゃると思いませんでしたけれども、来年度からライフセービングについて。

　今までは学校のプールで開くライフセービング教室です。そのときに、ライフセービング協会の方に来ていただいて謝礼としてお金を払ったんだけれども、これからどんどん拡大していこうということなので、④にあるように、報償費から委託料ということで、謝礼ではなくて、これをお願いしますという仕事の委託という形にさせていただいた部分についてご説明をさせていただきました。

　次の裏側には、高沢委員ですが、１巡目もボローニャがありましたけれども、次は武具購入に関してということで、中学校の武道が必修になったときに、極端に言うと、柔道着を買わせるのか、買うのか、剣道の面を学校で準備するのか、準備しないのか、竹刀を買わせるのか、買わせないのか、そういうお話でございます。

　まさか面まで個人で買わせるということになると大変な金額になりますので、逆に言うと、柔道の方が多いのではないですかというような感じもしておりますが、剣道で竹刀、面とかそういうものは別にしてもできないことはないのではないかなと思っています。

　それから、高沢委員は米飯給食を増やせというのをいつも言われておりまして、基本的に全部米飯給食というのをしてしまうと、今度は、逆にパン屋さんがパン給食ができなくなってしまう。この辺についてもご理解をなかなかされていないと思います。

　学校給食のパンはまちのパン屋さんで焼いているわけではないのです。学校給食専用のパン屋さんが、この地区に２件ぐらいあったと思います。そこで一挙に、極端に言えば、何千人分を１日で焼く。それで２日間休み。つまり、米飯のときはない、そういうやり方ですので、あっという間になくなってしまうので簡単に買いかえが効かない。努力はしていきたいということをお話ししています。

　それから、次の菊田委員は、板四中のお話をされたのと同じような形で、教育支援センターに伴うフレンド移設・合併。この際、フレンドもというようなお話もあります。実際には、なかなか難しいと思っております。

　それから、最後のページになりますけれども、まとば委員からライフセービングの質問がでた後、大野委員に戻って、あいキッズ、寺子屋、地域支援本部の連携ということで質問がありました。この辺のところについては、全ての学校に学校支援地域本部があるわけではなくて、これがまだテストという状況ですけれども、こういうところが連携した形で子供たちを見ていかなくてはいけないという中島課長の熱い思いを伝えております。

　それから、高沢委員は電子黒板についてということで、来年度、各校に１台電子黒板が入りますけれどもこの使用法ということで、さらに進めて電子黒板を使って色んなソフトを使ってやりなさいというお話もあるようなことでございますし、入れた以上、ちゃんと研修をしているのですねというようなお話をされました。

　およそこんなところで、４時半ぐらいまで開催しておりました。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　これは地震の前なので体育館の空調のことや何かが出ていますけれども、今となっては全く。今年の夏は、普通教室にも冷房を入れられるかどうか怪しい状態だと思います。

次長　　今年の夏は、電気容量の問題で。

本山委員　　だから、緑のカーテンを今から準備していて大幅に増やすとか、そういう対策が必要なのではないかと思います。

　それから、ちょっとボローニャのことが出たので、ボローニャの絵本の翻訳はどれぐらい進んでますでしょうか。

次長　　概略で２万２，０００か２万５，０００冊ぐらいあるんですけれども、その中で、翻訳というのはしていないんですけれども、概略みたいな、こんな粗筋ですよと書いてあるのが大体６，０００冊ぐらいと今聞いています。

　あれも著作権の問題があります。変な話ですけれども、お金をつけて一挙にこれをやりなさいというと著作権の問題が出てしまうので、ボランティアの方がやってくれたみたいな形をとっているんです。それで、ご協力をいただいた部分にやっていただいているというのが現状でございます。

本山委員　　絵本ですから、見れば分かるようなものなんですけれども、でも、やっぱり文字の部分で概略が書いてあると大分分かりやすいと思います。

　ありがとうございます。

今井委員　　松崎議員の「ドリルが私費で、フィードバックが公費」、これは著作権の問題でご納得いただけるんですよね。フィードバック教材は、著作権が教育委員会にあるので学校でコピーして対応できる。ドリルはそんなことをしようものなら大変でコストがかかるといったようなところですかね。

指導室長　　ドリル自体が、全ての学校が活用しているわけではないんです。購入している学校もあれば、自作でやっている学校もあるという部分もあります。

学務課長　　重ねてになりますけれども、全国統一でやっている事業については公費を出すのもやぶさかではないのですが、先ほど室長がおっしゃったように、学校ごとに決めてやっている動きについては、申しわけないですが、私費で買っていただいているというのが板橋の現状でございます。

委　員　長　　ほかにございますでしょうか。

○報告事項

３．予算審査特別委員会総括質問答弁要旨（２３．３．１７．２２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料）（次長）

委　員　長　　では、報告３「予算審査特別委員会総括質問答弁要旨」について、次長から報告お願いします。

次長　　今、ご説明した分科会というところの文教児童委員会で各自２０分ずつ１日やった後に、各会派が代表を出して予算についての質問を３日間やるというのが総括委員会でございます。ちょうどこの地震ということで、３日間の分の質問が、およそこういうのを質問しますよというのが総括委員会では出るんですけれども、３日間分いただいてそれを２日間にするということで、３日間の時間を３分の２に各党が短縮してやったわけです。

　その中で、とりわけ自民党と民主党につきましては、その時間をフルに使わないというようなお話をされました。

　３日間を２日間にしたということは、要は、地震への対応を今最優先にやってほしいということだったんですが、さらに、もっと重要なそれへの時間が必要なんだろうからということで、資料で出していただくことで結構ですということで、さらに短くされました。

　一方、来年度１年の話なんだからきちんとその予算どおりにやろうというのもまた１つの見解だということを思っておりますが、そういう党もございます。

　したがいまして、まず最初は、河野ゆうき議員ですけれども、ここにありますように入札関係です。それから学校図書についてなんですけれども、この辺について、学校図書に司書を置くということについて、ずらりと５問ぐらい質問しようというのですけれども、省略されました。

　とりわけ、ちょっと気にかかりますのでお話ししておきますが、新規図書購入時のデータ処理ということで、来年度に受託業者が変更になると新規図書のデータ処理について配置された司書ができないと聞いているが、見解を伺うとか。要は、今、採用してあるＴＲＣの司書データの著作権をめぐった部分が少しございますので、誰がそのデータベースを見にいけるかというところで、意外と、将来的には少しもめる部分も含んでおります。

　ただ、大分解決の道筋はできてまいりましたけれども、ＴＲＣ部分が全国的にいえば８５％ぐらいのシェアを占めているというのは、そのマークというお話ですからそれを使っているんですけれども、本当にいいものだから使っているんでしょうけれども、ただ、それのデータベースを見にいくのが著作権だと言われてしまうとＴＲＣにしかできなくなってしまう部分もございまして、今後、少しずつ改善を求めていかなくてはいけない部分があろうかと思います。この辺についてのご質問だったと思っております。

　それから、桜井委員については特別支援教育についてということで、発達支援その辺について、基調としては、要は、特別支援教育を発展させてほしいというようなお話です。とりわけ、志村第三小学校の近くにお住まいですので、状況についてよくご存じで、色んなお話がありましたが、これも省略されました。

　それから、佐々木委員については教育ビジョン。これからの課題というようなお話がありました。

　次のページが、フィードバックとか新学習要領、教育支援センター。いっぱい質問があったんですが、こういうのを全部省略されました。

　さらに進んで、学校改築についてというのがありましたが、１つだけ質問されまして、それはフッ化物洗口における問題点と今後ということで、フッ化物洗口につきましては、ちょうどこの委員も歯科医師会の講演会に行かれておりまして、フッ化物でうがいするということによって、相当虫歯がなくなるとうデータはきちんと出ています。だけれども、なかなか進まないということで、何とかやらないかということで、言われました。

　ここにありますように、今の問題点としては、洗面施設が足りない状況やフッ化物試薬自身が劇物指定となっているからきちんと管理しなくてはいけないとか。人によっては、確かに虫歯はなくなるけれども歯周病にはだめだよと、だから歯磨きが重要だよという先生もいらっしゃいます。

こういう状況もありますし、保護者の中には、劇物を口の中に入れてうがいしていいのかという話もあります。

　この辺があるので、以上のような点が現時点の主要な問題点と考えているが、施設の整っている学校などではモデル実施を含め検討を進めていきたいとお答えしております。

　蛇足ですが、フッ化物については、この間の研修会で、フッ化物の入った歯磨き粉で３分間きちんと磨けば相当効果があるということを言っておりました。

　皆に３分磨かせる、３分やったらぺっとやってごらんというと、１分半ぐらいで皆ぺっとやっているそうです。毎日３０秒とか、１週間に１回何秒とやるのですが、カウントをとりながら子供たち全員にやって、ぺっと出させるのがなかなか難しい。でも、効果はあるということでございます。

　次がなんば議員ですけれども、なんば議員も少しのことについてはやりましたけれども、特にここは教育行政についてということで、小中一貫教育についてということで、足立区のシラバスについての質問で、板橋もこれにしたらいかがかと。要は、小中一貫教育をやりなさいということで言っております。

　最初のところの①の答を見ていただくと分かるのですが、シラバスは義務教育９年間を、小学校１年から４年までの４年間、小学校４年から中学校１年までの３年間、中学２年と３年の２年間に分けた指導計画ということで、現在２校でやっております。

　ただ、板橋区におきましては中学校区に複数の小学校があるところが多く、それぞれの小学校に特徴があり、小学校と中学校が一緒になる一貫校ではなく連携教育を進めている、これにずっと終始しております。委員の方は、一貫に踏み入れろというお話をしているんです。

　足立の２校ですから、板橋はそんなに変わるものではないので、どんどんやっていくと、それこそ遠く離れたところが一貫校だといって、校長先生がいない小学校が出てくるような形になりかねませんので、私どもは連携教育を頑張っていきますと話しているんです。

　あと、フィードバックについての取り組み。先ほど教育長の代表質問でもありましたけれども、フィードバックを積極的にやれ、標準的にやれるものは全部やれみたいなお話なんですが、私どもとしては、今井職務代理がおっしゃったように、学校によってそれぞれの取り組みが違うんだけれども、いい部分については取り入れていこうというお答えをしていただいています。

　例えば、この答にある、三園小学校で実施している方式等は全校で実施が可能であるので全校で取り入れていきたい、フィードバック委員会をつくって全校でフィードバック学習について取り組んでいる、こういういいところは皆に、それ以外は、それぞれのところで取り組んで情報提供をやって、その学校に合ったやり方で進めるという答えをさせていただいています。

　あと、「あいキッズ」が中途半端に終わらないようにと。特に北野小学校、議員も北野小学校の近くですので、北野小学校なんかは平成２５年までの計画に入っていませんので、何とか早くやってほしいということでご質問されています。

　「あいキッズ」は、私どもも平成２７年までにやりますということで言っていますが、本当になかなか困難なところが後ろに残っていますから、きちんと経費もかけなくてはいけない部分もあるかと思います。

　次が志村五小の話ということで、これはプールの更衣室の場所の話でございます。設計変更をしました。

　それから、徳丸小学校の桜の伐採ということが出ました。これについても、ここで十分答えておりますけれども、赤二中もそうだったんですが、学校の改築をやると、改築ですから改修ではなく建てかえですので、新たな建築基準法なり、今の法規に合わせてやらなくてはいけない。

　そうすると、学校の周りに歩道がないと、マンションなんかをつくると自治管理歩道を作らせる、あれと同じように、学校が自主管理道路をつくれということになって、そうすると、校庭側に食い込んでそこに必ず桜の木が植わっているということなんです。

　徳丸小がそうでした。それから、赤二中もそうです。改築をやったときは、よく歩道がないようなところにセットバックをして、しかも自主管理歩道をつくってという形になるので、こういう木については大分引っ掛かる部分がございますというお話をさせていただいています。

　次が、すみません、長くなってしまいますので、白井議員については、発達障がい児に対する研修とかコーディネーター、これも要望だけいただいています。

　それから、次に、共産党の竹内議員については、ＤＶ被害者の子供への支援、初めてでございます。要は、板橋区の方で配偶者暴力被害支援センターということで家庭内暴力についての支援センターをつくるといったときに、家庭内暴力を見ている子供たちの心のケアをどうやってくれるんだということで、重要なものと思っておりますので、できるだけ発見に努めて、色んな機関と連携して見ていきたいというお答えをさせていただいております。

　次のページをお開きください。

　大田議員についてはコンクリート強度。これについては、耐震基準をＩＳ値で見たり、トータルでしていますが、それ以外に鉄骨がどうとか、鉄筋のさびとか、コンクリート強度とか色んなものがあって、コンクリート強度だけ強いとか、そこだけ弱いとか色んなものがあるんですが、その辺についてご質問されました。

　それから、次の民主の部分については、佐藤としのぶ議員が幼保一元化、預かり保育、この辺だったんですが、これは質問されませんでした。

　それから、志村二中の工事についてということで、これは志村第二中学校が平成２１年度の耐震補強をやって、本来なら、平成２２年度に大規模改修ということなんですけれども、これをやらなかった。一体なぜだということで、ここにも書いてありますように、基本的には耐震補強工事をやって、次の年に大規模改修をやる。だけれども、区内の学校で耐震の工事を急いでやろうとやったものですから、大規模改修まで回すお金がなくなりまして、それは１年遅らせてしまったということで、ここにありますような幾つかの学校で、まず耐震を図るんだということでやりましたものですから、ご迷惑をかけたということですが、ご理解いただきたいというお話をさせていただきました。あとは、パソコン関係も質問は省略です。

　それから副校長先生の二人制とかそういうもの全部なしで、あとは教育支援センターについて、この方がおっしゃったのは、区役所の南館につくるのではなくて保健所の跡にまとめてつくったらいいではないかという話だったんですが、私どもとしては、区役所の中の方が有利な部分がありますというお話をさせていただきました。

　あとは最後のページにいきますと、すえよし議員については図書館の開館時間。質問はしませんでした。

　それから、橋本議員も質問はしませんでした。

　横山議員は体育館の暖房対策ということで、特別支援学級に通っている児童・生徒につきましては、体温調節がうまくいかない子もいるんだから暖房を早くつけてくれというのですが、その学級ありなしで暖房工事をするのではなくて、大規模改修をするとか、それからもう一つ、改築をするときにつけるならつけるということになっているというお話をさせていただきました。

　雑駁でございますが、以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　基礎データのソフトの著作権というのは、特定の人しか使えないという縛り方のソフトもあるんですか。

次長　　データ自身です。データベースへのアクセスです。

学務課長　　新規購入図書は基礎データがない状態になりまして、それを図書館の貸出システム、学校に入っているパソコンの中にデータを登録する際に、その書誌データを作成者のホームページからダウンロードしていく作業が出てきます。その作業が特定の著作権を持っている大本の会社が認める者、この場合ですと、教育委員会の管理下にある者ということでございまして、教職員あるいはそのボランティアで学校に、学校長の指揮命令下といってはあれなんですけれども、そういった学校教育者というようなところが認められている範疇であったと。

　ついては、別の司書の、受託された業者の方については難しいという回答が出たものでございました。

委　員　長　　若干、いまいちよく分からない部分もあるんですけれども、それは、そういう前提で最初から入れているわけでしょうか。

学務課長　　その前提は、当初からあったというところは、実はなかったという部分で、プロポーザルの中ではそういった話は出てこなかったんですけれども、私どももそこら辺の精査が甘かったという反省をしているところでございます。

次長　　先ほど、私が言ったような会社に、学校に司書を入れるときにどこの会社にしようかなといったときに、どこの司書データを入れるんだというのを見ていったときに、その会社のものが非常に親切丁寧でいいかなというのでそこに委託したんですけれども、ということはそのマークを使うということで、そこに著作権があるというような十分な認識はなかったという部分はあります。

　それで、入ってしばらく経ってからそれが出てきたということで、今度、その委託業者を新たに決めるといったときに、今まで、当然そのマークを使うんだというのが普通に考えられますから、そのときはほかの業者はだめですと主張されたと。

今井委員　　委託をちょっと安くして雇用契約を結んで、非常勤司書何とか。

次長　　学務課長もその辺をやりたいんですが、一方で、非常勤というのは特別な職ですし、行政における非常勤の設置というのは簡単にいかないし、また、一度入った非常勤は、なくなるということも難しい部分があります。

　一方、では、臨時で雇えばいいではないかというと、臨時の職というのは、あくまでも臨時なんだから途中では逆になくすべきだという話が出てきて、非常にそういう雇用形態が難しいんです。

　ですから、委託とか、非常勤か臨時職員、もう一つ派遣、この辺については行政面ではどう扱っていくか、大変な部分です。

委　員　長　　ほかに何かございますでしょうか。

今井委員　　小中一貫の要望が強い方がいらっしゃるので、ちょっと。

　小中一貫にする一番の要点は何かというと、連携の接続の部分です。それは、小中一貫校を１校、２校つくったというよりも、全校で小中の先生がお互いにやりとりするような場をつくっていくという戦略の方が絶対にいいと思っています。

　では、その小中一貫をしなければいけないということがありきで、４年生で区切って、５、６、中１で区切ろうねという区切りが出てくるという順序だと私は見ていて、その区切り自体は、多分、科学的に突き詰めていって意味があるかというと、多分ない。

　どうしてかというと、例えば、子供の成長とか能力の増加というのが１本の物差しで測れるものであれば、例えば４年生と５年生のところでぐっと伸びるから、では、それより５、６、中１が近いからそこをワンセットにしようみたいな議論が成り立つかもしれませんけれども、そういう物差しが何本もあるのが子供の成長、人間の世界ですから、区切りよく何年という枠というのは、突き詰めて、これが正しいんだと全員が納得するようなことというのは多分ない。

　となると、歴史と伝統に基づいた、６年、３年の区切りを変えなければいけない理由も無いわけで、全ての学校が小中で連携するのがベストな解決法だと私は思っているので、ほかの２点は全く異論はないのですが、あいキッズ、フィードバック学習、小中一貫の３本柱という、その３本目はちょっとほかに変えたいなという意見です。

委　員　長　　ほかになければ、報告４に移らせていただきます。

○報告事項

４．板橋区生涯学習推進懇談会検討報告について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料生－２）（生涯学習課）

委　員　長　　「板橋区生涯学習推進懇談会検討報告について」、渡辺生涯学習推進係長から報告お願いします。

生涯学習推進係長　　では、資料生－２をご覧ください。

　資料は、上にあります表書きのほかに、添付資料として「報告書の概要版」と「生涯学習推進懇談会検討報告書に対するパブリックコメント」と「生涯学習推進懇談会の考え方」、それと「報告書」があると思います。

　平成２１年１１月１６日に委員を委嘱いたしまして、地域が支える板橋の教育をテーマに検討を開始しました。

　平成２３年３月１０日に検討結果がまとまり、報告書が提出されましたので、その概要をご報告させていただきます。

　なお、その間に、平成２２年９月２４日の教育委員会において、中間のまとめとしてご報告をさせていただいて、そのときにいただいたご意見、文教児童委員会のご意見、パブリックコメントの意見を踏まえての最終報告となっております。

　検討期間は、平成２１年１１月１６日から平成２３年３月１０日までで、平成２１年度に４回、平成２２年度に５回、計９回実施いたしました。

　次に、検討報告の内容でございます。

　検討テーマは「「地域が支える板橋の教育」を振興するための方策について」ということで検討をいたしました。中間のまとめを報告させていただいた後、ちょうだいしたご意見をもとに検討を加筆した部分を中心に申し上げます。

　概要版の方をご覧ください。

　今期の検討課題としては「いたばしの教育ビジョン」のめざす教育振興の方向性を踏まえて、地域人材による学校支援を中心課題といたしました。

　基本的な考え方としては、地域人材を広く捉えて、生涯学習の一環として、子供の学びを豊かにすることを共通目的に、学校と地域がともに力を出し合えるような学校支援活動の支援策を検討することといたしました。

　検討内容ですが、地域が学校支援を行うことにより期待できる教育効果ということで、（１）子供と教員が向き合う時間を増やし、教育活動の充実を図る。（２）多くの人との出会いや交流により体験を通して学ぶ。（３）自分の暮らす地域を知ることから学ぶ。（４）学校が大人と子供がともに学びあう場となる。

　この中で、こちらの教育委員会で、企業とのつながりというご意見を受けまして、報告書の６ページの中ほどになりますが、中間報告のときとさらに加筆をして報告書を作成しています。

　それから、４、区内の学校支援に関する現状と課題ということで、地域人材による学校支援。現状を踏まえた学校支援活動振興の課題などをご検討いただきまして、その中で、学校と地域の相互理解の促進という項目があるんですが、この中では、こちらの教育委員会、文教児童委員会から保護者の参加を重視するというご意見を、ちょうだいいたしました。

　また、企業とのつながりについての検討をということでございましたので、そのあたりを委員にご検討をいただき加筆しております。

　その中間の報告と異なる部分が１１ページになりまして、１１ページの真ん中、「地域の方々の中には」から最後までが、少し修正を加えている部分でございます。

　学校支援活動の振興のために今後期待される取り組みということで、特に、コーディネーターの養成、コーディネーターの活動環境の整備、ボランティアの養成、学びの循環ですとか、色々な項目についてお話し合いをいただきました。

　その中で、最終的に、特に項目を設けて書き加えましたところが、教育支援センターの項目になっております。

　教育支援センターの必要性、機能などのご意見をいただいたことを踏まえまして本文に加筆し、なお、学校支援活動を推進する体制の整備というところに、項目として新たに教育支援センターにおける総合的な学校支援体制の整備ということで、１項目追加させていただきました。

　また、学校支援活動を推進する体制の整備の２番目、こちらの意見は「区内大学」という形で記述してございましたが、区内に限定せず、もっと広くご協力いただくというご意見をちょうだいいたしましたので、「区内を中心とする大学」という形に修正をしております。

　こういった形で懇談会でご検討いただきまして、最終的にご報告を出させていただきましたのが、お手元にある「「地域が支える板橋の教育」を振興するための方策について」という報告書でございます。

　本日、お手元に配付してありますのは、まだ製本をして、印刷をして、最終的につくったものではございません。年度が変わりましたら、早々に作成いたしまして、配付させていただく予定でございます。

　それから、３つ目の資料で、パブリックコメントに対する結果がございます。パブリックコメントを１０月１６日から１１月１２日まで実施いたしまして、広報いたばしでお知らせいたしましたところ、６人の方から１４件のご意見をいただきました。

　このご意見の中で、中間のまとめのこの部分についてのご意見というような書き方をしてくださった方が少なくて、多くの方は、ご自分の学校支援の経験からの感想ですとか、学校支援についてのご自身の切り口でご意見をお寄せいただいたところでございます。

　それをそのまま記載してしまいますと報告書の関係で分かりにくくなってしまうということで、こちらで報告書の項目ごとに整理いたしまして、懇談会の意見としてこのような形でまとめさせていただきまして、４月中に広報いたばし、ホームページにおいて公表する予定でございます。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　とても大事なことを検討していただいたと思います。

　ちょっと時間がなくて、これに全部目を通すことができていないんですけれども、見させていただきたいと思っております。

谷田委員　　企業のこともいい感じで入れていただいたみたいで、ありがとうございます。

　何か、そういうところも含めて、地域の教育力という部分で何かできることがまだまだあるのではないかと思いますので、私も、そういったところで、何かお手伝いとかできることがあれば積極的に関わっていきたいと思います。

委　員　長　　長い期間をかけてご検討いただきまして、ありがとうございます。

　ほぼ完成に近くなっているので、また気がついたところがあれば、ご連絡いただきたいと思います。

○報告事項

５．青少年問題協議会答申の報告について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料生－５）（生涯学習課）

委　員　長　　次に、報告５に移らせていただきます。「青少年問題協議会答申の報告について」、荒瀬青少年係長から説明してください。

青少年係長　　報告いたします。平成２２年４月に青少年問題協議会が発足して以来、小委員会を４回、全体会３回を重ね、「地域が支える中高生の健全な育ちと自立への方策」について協議を重ねてまいりました。３月１０日に最終答申がまとまりましたので、ご報告させていただきます。

　最初に、中間のまとめに対する意見の概要と青少年問題協議会の考え方について簡単にご説明いたします。

　お手元の資料をご覧ください。

　昨年１０月１５日の教育委員会で、中間のまとめについて報告をさせていただきました。その後、パブリックコメントを実施し、３名の方から１６件のご意見をいただきました。それらに対する青少年問題協議会の考え方をまとめております。

　障がいを持つ方への配慮や理解のご要望、また中高生の居場所として様々な施設の活用のご提案、キャリア教育へのご意見、人材についてのご提案などに対し、協議会の考え方をまとめております。これらにつきましては、４月９日の広報いたばしに掲載する予定でおります。

　次に、答申について説明をさせていただきます。

　お手元の答申は、パブリックコメントを始め、様々な団体などからご意見をいただきましたので、それを盛り込んで書き加えてあります。

　中間のまとめからの一番大きな変更は、１５ページからの第４章「中高生年代の健全な育ちと自立に向けた課題と提言」の中に、具体化への主な視点を加えております。その具体化への主な視点は、パブリックコメントを初め、中高生、また青少年関係の方々などからのご意見を提言ごとに分類し、具体化していくための留意点として書かれております。

　例えば、１５ページで、課題１「地域の中で中高生年代が安心して集える場の確保」という課題に対しまして、提言１「青少年センター（仮称）の整備による「地域での居場所」の提供」が提言されております。

　これに対しまして、具体化への主な視点といたしまして、「誰もが安心して利用できる居場所の検討」、「既存施設等を活用した居場所づくりの検討」、「地域と若者のつながりの支援」などが具体的に分かりやすい表現で書き込まれております。このような留意点が６つの課題ごとに盛り込まれております。

　そして、２番目の変更点といたしましては、答申の５９ページ以降に「中高生への意見聴取」の結果を掲載しております。

　赤塚第三中学校と都立有徳高校の生徒の皆さんたちとの座談会形式でご意見を伺った報告が書き込まれております。今の中高生の考え方が分かる興味深い報告となっております。ご意見は、一部、答申の方にも反映させていただいております。

　以上が青少年問題協議会についての報告でございます。ありがとうございました。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　１年間すごく検討していただいて、よくまとめていただいていると思いますが、ご意見がありましたら、どうぞ。

本山委員　　これは本当に大事なことで、特に「あいキッズ」などが整ってきて、小学生に関しては居場所みたいなものが充実してくるだろうと思うのですけれども、今は中高生の居場所がない状態で、とても大事なことだと思います。

　ただ、少し時間がなくてこれをしっかり読めていないので、また読ませていただきます。

教育長　　先ほどの生涯学習の懇談会の答申についても大変すばらしいものができていると思うのですけれども、今回のこの「中高生の健全な育ちと自立への方策」というこれも、実際に中学生、高校生のアンケート調査をきちんととっていたり、余り多くはないですけれども、中高生と直接意見交換をして意見聴取をして、それをもとに提言とそれを具体化するための視点を出していただいているので、今後の取り組みには非常にプラスになってすばらしいものだと思っています。

　特にアンケート調査だとか意見聴取のところを見せていただくと、私たちが考えていた「中高生はこう考えているのではないか」ということと結構違う部分が出ていると感じるところがあって、これをもっときちんと読み込んでいけば、すごくいいと思いますし、行政が今まで考えていたことをニーズに合わせて修正をしていくことが可能と思っているところです。２つとも大変すばらしい答申で、本当に長い期間かけて協議していただき、大変ありがたく思っております。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

谷田委員　　私も中高生を抱えていますので。すごく難しいですよね。私は自分の子供を想像しても、なかなかどういうことを考えればいいんだろうというのがあるんですけれども、さっきも「あいキッズ」の話もありましたけれども、これをやればということではないような感じです。

　やはり、色んなことをやりながら、違うなと思えばどんどん変えていくような柔軟性みたいなものも必要な課題なのかな。

　そういう意味では、こういうアンケートとか色々なやり方みたいなものを出していただいて、大きな取り組みにしなくてもいいと思うのですけれども、幾つかやってみることが大事で、またそれから得たことでどんどん修正していくというような、柔軟な形で取り組む方が合っているのかなという感じがしています。

　これは本当にありがとうございました。

委　員　長　　特に中高生になってくると、小学生と違って色々、個人個人によってやりたいことが皆違っているので、なかなか全部に行き渡るというのは難しいとは思うのです。自分のことを考えますと、中高生のころは毎日家で無線機をつくっていました。だから、別に外に居場所は要らなかったんです。

今井委員　　例えば中高生の居場所はどんなところを望むのかというところは、結構、仲間とか、広い意味で社会との接点があるようなところが並ぶとかはすごく面白いし、そういう意味では、生涯学習の報告書のキーワードが「学びの循環」だとすれば、そこに中高生もきっちりとして入るなみたいな感じがしています。

委　員　長　　では、これはよろしいでしょうか。

　１年間、お疲れさまでした。

○報告事項

６．教育科学館の臨時休館について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料生－６）（生涯学習課）

委　員　長　　では、報告６「教育科学館の臨時休館について」、渡辺生涯学習推進係長から報告してください。

生涯学習推進係長　　では、資料生－６をご覧ください。

　教育科学館の臨時休館でございます。

　平成２３年３月１６日から３月１８日まで、指定管理者と協議いたしまして、東北関東大震災による施設設備の点検のために休館いたしまして、現在は既に開館しております。

　ただ、プラネタリウムだけは、大勢の人数が狭いところに入って明かりを消して暗くなりますので、緊急地震速報が入った場合に混乱する恐れがありますので、今のところ休止しております。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　特に、今回の震災で損傷したとか、そういうものはないんですか。

生涯学習推進係長　　展示物などを点検いたしましたら、特にそういった問題はございませんでした。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

○報告事項

７．平成２３年度特別整理期間に伴う休館日（年間計画）について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料図－１）（中央図書館）

委　員　長　　では、報告７「平成２３年度特別整理期間に伴う休館日（年間計画）について」、中央図書館長から報告してください。

中央図書館長　　平成２３年度の特別整理期間の年間計画でございます。

　ご覧のとおりになっております。

　特別整理期間において、曝書ですとか館内設備の点検等が行われるために、６日ないし７日臨時休館とさせていただくものでございます。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　特に、これはいいですね。年間計画の休館日ということで、ご了承ください。

　報告８は、先ほどご承認いただいた分の告知ということなので、よろしいと思います。

○報告事項

９．人事情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（指導室）

委　員　長　　報告９「人事情報」について、指導室長から報告してください。

指導室長　　それでは、「平成２３年３月２５日指導室」というプリント１枚です。

　本区における教職員の服務事故について東京都教育委員会の処分発令がありましたので、ご報告いたします。

　１件目でございますが、平成２３年２月２５日発令です。

　校種、中学校。

　教員、２７歳。男。

　処分の程度は、戒告。

　処分理由につきましては、勤務校の女子バレーボール部の指導を行った際、右手のひらで、同部の女子生徒の左頬を１回たたいた。また、平成２２年５月２日午後１１時頃、都内の私立学校の体育館の外階段付近において、同部女子生徒３名に対して、右手のひらでたたいた。

　さらに、長野県に合宿した際に、体育館の女子トイレにおいて、右手のひら及び右手の甲で、女子生徒の２名のうちの１名の両頬を交互に３回たたくとともに、スリッパで同２名の両頬を交互に、それぞれ約５回ずつたたき、同１名の右頬に打撲傷を負わせたということ。

　さらに、勤務校の体育館において、手のひらで、同２名のうち別の１名の左頬を１回たたいたということで、こういった件について、速やかに校長に報告することを怠ったということで戒告処分でございます。なお、校長については口頭注意ということでございます。

　２つ目でございますが、平成２３年３月１１日発令でございます。

　校種、小学校。

　職種、主任教諭。

　年齢、４８歳、男性です。

　勤務校において、個人情報の複写及び持ち出しの際に校長の許可が必要であるにもかかわらず、校長の許可を得ずに、平成２２年４月、第６学年児童２７名分の緊急連絡網及び児童名簿の個人情報を複写し、同月２８日午後６時頃、同個人情報を同校から持ち出し、飲酒した後、同月２９日午前０時２０分頃から午前０時４０分頃までの間に、電車内において同個人情報を紛失ということでございます。これにつきましても、校長は、管理責任ということで口頭注意ということでございます。

　以上、２件でございます。

　それから、その後のものにつきましては、先日、皆様方に内申させていただいたものが都の方からまいりました。４月１日、プレス発表ということでございますので、よろしくお願いしたいと思います。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　大分前の事件なので忘れかけている部分も多少あるんですけれども、とにかく体罰はまずいという件と、個人情報紛失は再三話題になっているにもかかわらず、なお昨年もあったということで非常に残念ではあります。

○報告事項

１０．東北地方太平洋沖地震に伴う対応について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（庶務課）

委　員　長　　報告１０「東北地方太平洋沖地震に伴う対応について」、庶務課長から報告願います。

庶務課長　　資料番号はありませんけれども、今回の地震の対応についてまとめましたので、ご報告申し上げたいと思います。

　地震の発生は３月１１日、午後２時４６分ということでございまして、記載のとおり、最大震度は７、東京地方では震度は５強、板橋区では震度５弱でございました。

　執務中でして、この８階も大分長時間にわたりゆらりゆらりと揺れておりまして、私の横の書庫も１０センチほどずれた状態になっております。そういった状況ですけれども、地震直後の、特に金、土、日の状況でございます。

　まず、学校の関係ですけれども、幸い、人的被害はありませんでした。

　建物被害の状況ですけれども、校舎の壁に亀裂が生じたですとか、そのほかにもプールの水漏れがあったとかということはございます。後ほど、浅賀課長の方から少し詳しく説明をしてもらいます。

　それから、３月１１日の児童・生徒の帰宅状況でございます。

　幼稚園については、既に降園の時間を過ぎていましたので、通常どおり帰宅をしております。

　小学校については集団下校、一部帰宅の確認をした上で集団下校をした、または保護者への引き取りを実施しております。

　結果的に、１５校で保護者の引き取りが当日の午後８時を過ぎたという状況でございまして、最終は志村第六小学校で、翌朝５時２０分に引き渡したという状況でございました。

　それから、中学校では集団下校を行っておりまして、後で板橋第五中学校の例がありますけれども、引き渡しのようなこともやっております。

　この中でも、特に桜川中学校の１年生が、当日、鎌倉に遠足に行っておりました。ＪＲが止まったために帰ってこれなくなってしまいまして、鎌倉市の生涯学習館きららというところに臨時で宿泊をして、翌日、電車で帰校をしております。

　それから、赤塚第三中学校の１年生が長野県の佐久にスキー教室に行っておりました。この帰り途中に地震に会ったということで、バスの帰校が大変遅れて、１２日午前２時１５分に帰校したということであります。

　それから、板橋第三中学校、板橋第五中学校、志村第四中学校、上板橋第三中学校、高島第一中学校の５校の３年生がディズニーシーに卒業遠足に行っておりまして、バスを利用して行っていた３校はバスが遅れて帰校が遅れております。２３時５０分ですとか、一番遅くて、志村四中の午前２時３５分に帰ってきたという状況です。

　電車を利用して行っていた板橋第五中学校及び板橋第三中学校については、足がないものですから、急遽ホテルオークラ東京ベイというところに協力をしていただいて、そこに宿泊及び食事の提供もしていただき、翌日帰ってきたということです。

　それから、フレンドセンターでございますけれども、これも、たまたまその日に大宮の鉄道博物館に遠足に行っておりました。これもＪＲが止まってしまったために埼玉市の大宮小学校に宿泊をして、翌日帰ってきたといった状況でございました。

　それから、帰宅困難者のために避難所を開設したという状況もございます。

　成増ケ丘小学校、これは赤塚第二中学校も含みますが、成増小学校、常盤台小学校、上板橋第四小学校、板橋第二小学校、それと成増社会教育会館もこれに含まれます。東上線とＪＲが止まってしまって、川越街道と中山道をたくさんの人が歩いて帰ったというようなこともありまして、その避難所として開設しているところでございます。

　それ以外にも、たくさんの学校で引き渡しですとか、一部近隣の方々が学校に避難をされたという学校もございます。特に、舟渡・前野・弥生・高島第二小学校については、翌朝まで近隣の方々が学校に滞在されたという状況がありました。これも、３月１２日の夕方までに全て避難所としての機能は解除しております。

　裏面をお開きください。

　今度は、教育委員会事務局の関係でございますけれども、こちらも人的被害はありませんでした。

　建物被害等については、特にありません。書架が転倒したり、書類が散乱したり、８階においては指導室の会議室の書棚が壊れてしまいまして、ちょうど来年の新採の先生の面接の最中だったということもございましたけれども、人的な被害はございませんでした。

　図書館において本がたくさん散乱してしまったということもございます。その影響で、小茂根図書館と志村図書館は、翌日、臨時休館という形をとりました。あと、志村図書館については１２日の午後１時に復旧しまして、開館しております。

　その他の施設は１２日から、平常どおり開館をしているといったところでございます。

　週が明けまして、３月１４日月曜日以降の対応ですけれども、学校の対応としては、向原中学校が１４日は臨時休校しました。そのほかにも、１４、１５日には、複数の学校で給食が終わった後にすぐ下校させる午前中授業をしたという形での対応が行われました。

　また、給食も食材がそろわなかったり、調理の人間がそろわなかったりということで、簡易給食を実施したということもございます。

　それから、１６日に区としての統一的な対応方針を決めまして、保護者に通知をしております。

　次のシートをご覧ください。

　教育長名で、今回の地震に関係する区立学校の対応ついて重要なお知らせという形で、区としての統一的な対応で、一つ一つの学校に対して個別に色々問い合わせがあったりしたところに対して、保護者に対して安心を持ってもらおうという意図で出したものでございます。

　内容としては、具体的には、３月２５日、本日までの授業は基本的に変更しませんということです。ただし、給食は、先週末、３月１８日で終了して、今週は予定を変更して午前中授業に変えました。

　それから、２番目の、今回のような地震が起きたときの対応についてでございますけれども、小学校においては、児童を学校に待機させて保護者に直接引き渡すといった基本的な考え方をまとめております。

　次の、裏面をご覧ください。

　中学校においては、保護者の在宅状況や、生徒が家の鍵を所有しているかどうかを確認して集団下校させる。自宅に入れない生徒については学校に待機させて、引き取りをお願いするといった対応をするということに決めました。

　それから、３番目、放課後子ども教室は中止します。それから、あいキッズについては従来どおりですけれども、給食がなくなるのでお弁当持参をお願いしております。

　それから、土・日の「子どもの遊び場」についても中止をしております。

　それから、４番目の節電のために、部活動は１７時までということで、今、活動については制限が入っています。

　その他、学校開放事業では、体育館等の学校施設の夜間使用は今お断りをしているといった状況でございます。

　それから、本日、小学校の卒業式がありましたけれども、祝辞の短縮など、震災に対応した卒業式ということで、少し時間を短くしたものとして対応しております。

　それから、その後、原発の事故で放射線量が増加しているということもありましたので、冷静な対応をお願いしますということでの皆さんへの周知を図ったところでございます。

　もう一度、１枚目の裏に戻っていただいて、途中の（２）のところです。教育委員会施設の運営状況ですけれども、社会教育会館においては、当面の間、夜間利用を中止しています。これは、主な理由は節電の対策です。

　それから、図書館においても、絵本館を除いて、当面の間は夜間の利用については１８時までということで切り上げております。

　教育科学館は、先ほどありましたけれども、３月中はプラネタリウムの利用を休止しています。それから、当面の間、夜間貸出は休止。

　榛名林間学園についても、３月中の利用の休止。

　それから、小学校の開放施設は、当分の間、夜間開放の中止。

　それから、校庭についても、夜間校庭、それから子どもの遊び場は中止しております。

　それから、イベントですけれども、「キッズタウンいたばし２０１１」は３月２０日と２１日に予定していましたけれども、これは延期でございます。

　その他、帝京大学医学部の公開講座ですとか、社会教育会館で行われている区民創作講座、成増ＩＴ学習室パソコン講座、それから教育科学館のイベント等については中止ということで対応しているところでございます。

　３枚目でございます。これは区が行っている地震に対応する活動ということで、見ていただければ分かるのですけれども、一番上が避難所の提供ということで、福島、宮城といったところから避難をされてくる方にボランティアセンター、いこいの家を提供しようということで準備を進めておりまして、いこいの家の受け入れはもう３月から始まっていますけれども、昨日の段階では、まだ受け入れている人がいないということでございました。

　それから、２番目の区立公営住宅の提供ということで、まちづくり推進住宅ですとか、区立住宅３９戸については、４月から受け入れをしていこうということで準備を進めているところでございます。

　それから、救援物資の受け付けも行っておりまして、旧高島七小の体育館で現在実施しております。３月３１日までの予定で、土曜日、日曜日も行っているところでございます。

　それから、その裏のページです。

　これは、先ほどの板橋第五中学校の生徒がディズニーシーに行っていて、ホテルオークラ東京ベイにお世話になったということが取り上げられた記事でございます。

　色々と、生徒の確認方法ですとか保護者への連絡方法等、課題はありますけれども、このホテルに対ししては、急遽お願いをして、結果的には板橋第五中学校と板橋第三中学校の生徒全てがお世話になったということでございます。このお世話になったお礼に、来週の月曜日に教育長名の感謝状を贈る予定でございます。

　それから、最後のページでございます。

　「平成２３年度における各学校の行事等について」ということで、まだこれは確定版ではございませんけれども、今後、どういったことに対応していくかということでまとめたものでございます。

　通常どおりに実施するものもありますけれども、例えば、小学校の５番、６番の榛名移動教室、日光移動教室。この２つについては、今、検討中でございます。

　それから、中学校においても、遠足ですとか校外学習、宿泊行事、スキー教室等の実施については個別に協議をしていただくといったことで考えているところでございまして、これはまだ第一報でございますけれども、今後、状況が明確になり次第、早急に決めていくというものでございます。

　簡単でございますけれども、浅賀さん、お願いします。

新しい学校づくり担当課長　　それでは、学校の被害状況につきまして、ちょっと時間の関係もありますので、簡単にご説明させていただきます。

　区内に区立の学校、天津わかしお、幼稚園等、合わせて全部で７９の施設を持っておりますけれども、こちらの中で、壁面に亀裂の入った学校が３２校確認されました。

　ただ、これも学校の先生たちが目視で確認しているものですので、今後、新しく亀裂が発見される可能性はございますけれども、現時点で３２校。割合にしまして、４０．５％の学校で亀裂が発生しています。

　次に、エキスパンションジョイントといって、実は、校舎が連鎖して倒壊しないように、建物は幾つかのブロックに区切られています。そこの区切りを柔らかいゴム状のものでつなげているという構造になっているんですけれども、それをエキスパンションジョイントといいまして、そちらが地震の際にずれて衝撃を吸収するという構造になっているんですが、そこが実際にずれてしまったという学校、もしくはそこを目隠しして化粧してあるボードが外れてしまった、いわゆる破損したという学校、これが合わせて６校ございます。割合にして７．６％です。

　あと、ガラスにひびが入ったというものが３校。これは割合としまして３．８％。

　それから、天井等からの落下物があったという学校が５校ございます。一番ひどいものですと、天井の化粧ボードが落下したという学校がございます。それ以外は、小さなかけらが落ちてきた、もしくは施工の際に取り残したボルトか何かだと思うのですけれども、小さいねじが落ちてきたものが、合わせて５校ございました。これが割合でいいますと６．３％です。

　それから、床面です。校舎の中の床面、校庭などの床面につきまして、亀裂が走ったり、段差が生じてしまったというのが１１校。割合で１３．９％という状況です。

　それから、漏水関係ですけれども、水道管が破損してしまった、それから屋上にプールのある学校なんですけれども、地震の震動でプールの水が外にあふれて、それが配管を伝っていくんですけれども、その配管が破損をした関係で学校の中に水が入ってしまった、そういったものを合わせまして、１４校で水の被害が出ています。これは１７．７％になります。それから、高架水槽などが破損したというものが４校。これは５．１％です。

　その他、ガスなんですけれども、今はマイコンメーターということで大規模の地震を感知しますと自動で停止するんですが、それがなかなか復旧できなかったという学校が４校ございました。これも５．１％ということでございます。

　それ例外には、トイレのタイルがはがれてしまったとか、天井のボードの位置がずれてしまったというものとか、恐いのは、エアコンを取りつけてあるんですけれども、そこのねじが外れて落下しそうになってしまったというもの、そういった細かいものが１３校。１６．４％の学校で確認されております。

　いずれにつきましても、既に、営繕課の職員と私どもの技術職の職員が学校を全部確認してまいりまして、今現在は、学校運営上大きな支障があるというものはございません。ただ、危険回避のために順位をつけまして、早急に専門の業者に対応させるという対応をとっております。

　ご参考までに、あと１校。先ほどお話にも出ました向原中学校なんですけれども、実際には、専門家が見ると大したことはないんですけれども、モルタルにひびとはがれが発生しています。どういったものかといいますと、窓枠があるんですが、窓枠を校舎に据えつけた後、そこをモルタルできちんと補修をして隠すんですが、そこの盛りつけたところがはがれてしまった。躯体には影響はないんですが、素人が見ますと壁が割れて崩れているように見えてしまうんです。これが恐いと。

　実際に、先生もそれ見て恐怖心を持ってしまったようで、学校の中では防災ずきんやらヘルメットを持って歩いているような状況だということで、ちょっとそこが恐怖心をあおっているのかなという部分がありますので、近いうちに営繕課の職員と学校の先生にこういう状況ですという細かい説明をして安心をしていただこうという対応を、今現在、考えているところでございます。

　雑駁ですけれども、説明は以上です。

委　員　長　　以上を含めまして、質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

教育長　　小学校と中学校の学校だよりを２枚をつけてもらったんですけれども、板橋第五中学校は、先ほど報告があったホテルオークラ東京ベイに大変よくしていただいたという報告が大変詳しく載っていたのでつけました。

　それから、小学校の方は、志村小学校も３月１５日に出していますので、教育委員会が３月１６日に統一的な取り扱いの文章を出す前に発行されたものなんですけれども、非常に細かく、地震のときにこういう対応をとりましたというのを校長先生が書いていただいている。この辺が、大体、標準的な学校の姿なのかなと思って読みましたので、参考におつけしました。

　当日、私も急に避難所になったところを２か所ほど見てきまして、校長先生とも話していたんですけれども、ちょうど子供を帰した後だったという学校と、帰す準備をしていたという学校とに分かれるんですけれども、帰すに当たっては、いつ、どういう形で帰すのかというのは、物すごく悩みましたということを校長はおっしゃっていました。実は、中には、１回目の地震が起こった後に、ばらばらに子供を帰してしまったという学校があったり、それから、毎月９月に引き取り訓練をやっていますが、親の方はそのつもりで、学校に引き取りに行くまでは預かってもらっているんだという意識の方が結構いらして、今日も卒業式に行きましたら、保護者の１人に言われました。「何で置いておいてくれなかったんですか。家には入れたんだけれども、誰もいなくて、先生はその状態を分かっていたはずです」と。「後で安否の確認の電話はありましたけれども、引き取り訓練も折角やっているんだから、親がいないところは残しておいてもらいたかった」と。「ほんの５分ほどで子供と会えたんだけれども、もう本当に真っ青になって子供が震えていたという状況があるんですよ」というような色んな話が実はありまして、今回、１６日に、小学校については、今回のような大きな地震があったときには小学生は学校での引き取りを基本にするということで統一見解を出したところなんです。あれを出す前は「なぜ帰したんだ」、「親と連絡がとれなかったんだろう」、「そういう状況で帰すのはおかしい」という苦情がかなり来ておりました。あれを出した後はもう来ていないと思います。

委　員　長　　そういう苦情がたくさんあったということを、私も、今日、区議会議員から言われました。

教育長　　１校で、防災ずきんもかぶせず、普通は集団で同じ方向へ帰して先生がついて行ったりしているんですけれども、それもやらずにばらばらに帰してしまった。しかも、金曜日だったので洗濯物なんかを持って帰らなければいけないので荷物をいっぱい持って帰ってきたとか、そういうところが出てきまして、かなり文句を言われました。

委　員　長　　そのときのケースで色々難しいのがあって、宮城かどこかも、先に引き取りに来た子供が津波に飲まれてしまって、引き取りに来ないで残っていた人は皆助かったという話もあるし、学校に残っていて学校全体が津波に遭ってしまったというのもあったり、どちらがいいとも何とも言いがたいですけれども、引き取りというのがスタンダード。高島第一小学校が一番熱心にやっていたのではないですか。

指導室長　　そこが一番失敗してしまったんです。

委　員　長　　そうですか。あそこは、すごく詳しい引き取りの方法とかを書いた資料をいただいておりますけれども。

本山委員　　世界の地震マップとか。

委　員　長　　地震の状況は、あそこが一番よく分かっていたと思います。

指導室長　　想定の幅が違うんでしょうね。

教育長　　今まで、引き取りは東海地震のときという想定でやっていたから、それと今回の地震がどうかという判断は、先生方はちょっと難しかったようです。

　少なくとも、あの想定とは合ってないわけですから。

指導室長　　基本的に低学年の子供たちはもう既に下校していたり、下校させようとしている状況だったんです。ですから、上級生の方は残っているケースが多いんですけど。一番肝心な下級生がもう帰ってしまっていたという。２時４６分ということで、その時間帯、これはもう言い訳にならないですけれども。

教育長　　でも、色んな課題が今回は分かりました。帰宅難民のことなども、急遽学校で避難所を開いたりしましたし。

委　員　長　　これによると、成増小学校も避難所になっているではないですか。僕は、７時ごろに成増小学校に行ったんです。避難所になりそうもないというから、一応帰ってきて、「避難所になるんだったら電話ください」と言っておいたんですけれども電話がなくて、避難所になっていないと思ったらなっているんですよね。

次長　　成増小学校は、東上線にあふれてしまった人が。赤塚第二中学校と成増ケ丘小学校が帰宅困難者の避難所ですと東武鉄道に知らせたんですが、東武鉄道が間違えまして、赤塚第二中学校と成増小学校と駅に書いてしまったんです。それで、一挙に成増小に４０人ぐらい人が押し寄せてきてしまいまして、どうするかという連絡が来て、成増小学校は１６人ぐらい先生がいらっしゃったので、では悪いけれどもすぐ開けてくれと。そこも通勤困難者の避難所になったということなんです。

委　員　長　　それで、成増小学校に行った後で成増駅に見に行ったら、人がそんなにいないんです。だから、これなら皆帰宅できたんだと安心しました。

次長　　「成増ケ丘小学校」ですが「成増小学校」と書かれてしまって。学校も知らないのに急に人が来たというお話でした。でも、先生方はすぐに開けてくれて、やっていただきました。

教育長　　先生方も帰宅困難者でしたから、開設のときには本当にスムーズにやってもらいました。それから後、区の職員が自転車で行きまして、運営は区の職員がやってました。

今井委員　　某区の一時避難所に指定されているんですけれども、駅員さんが旗を持って連れてきてしまって、夜の１時ですから毛布も炊き出しもなくて、炊き出しを期待して来た方が何十人といて、えらく評判を落としたらしくて「それもないのか」みたいな。

教育長　　炊き出しは、なかなか難しいですね。

委　員　長　　避難所は乾パンしかないんですよ。お米はないです。

教育長　　アルファ米はあるのかな。

次長　　アルファ米はあります。

本山委員　　今後のことなんですけれども、今日、区議から、多分、都営住宅の空き室に家族を受け入れるだろうから、都営住宅の近くの学校には転入生も来るだろうということで。

　それとまた別に「閉校になっている学校を開放して、被災地の学校を丸ごと受け入れるみたいなことはしないのか」と言われましたけれども。

委　員　長　　耐震があるので。

本山委員　　耐震の問題がありますよね。

次長　　結局、都営住宅については東京都がやりますし、区営住宅についても今募集をしておりますので入ってきます。高齢者とか乳幼児のいるお子さんを優先的に入れたいと言っていますので、場合によると、当然のように小学校に入ってくる子供が増えるということで、学務課長がこれから４月７日現在の教室を設定しなくてはいけないので本当に苦労されます。

　それから、埼玉県がやりました加須高校のように、高校をそのまま１，２００人受け入れるというのが出ましたけれども、板橋においては、まず学校施設についていうと、耐震上、問題があるところばかりです。耐震上オーケーにしても、配管がだめになっていますから水道が使えないという状況なので。

　また、ほとんど倉庫として利用しておりますので、人が危ないので物だけ入れているので、事実上それをできるところはないのではないかなというのが今の現状です。

　廃校といっても板橋第三小学校ですが、使えるところは使って、あとは倉庫です。板橋第四中学校も使えるところは使っている。若葉小学校は耐震上問題がある。それから高島第七小学校ということですので、ちょっとそれは難しいというのが現状でございます。

学務課長　　一応、現在、小学校で１０名ほどが親類縁者を頼ってこちらの方に転入している状況でございます。また、都営住宅あるいは住宅供給公社、ＵＲの方が開放するとう情報も来ておりますので、今後増えるであろうとは思ってございますが、そこら辺は、どういう方が入ってくるかちょっと分かりませんので、私どもは受け入れる体制はきちんと努めていきたいと考えているところでございます。

委　員　長　　色々大変だと思いますが、よろしくお願いします。

谷田委員　　今回、建築的なことでいうと、一番自分が気になっているのは天井のことで、皆さんも茨城空港の状況を見られたと思いますけれども、例えばネット上とかでも、仙台市内の結構有名な建築でかなり天井が落ちているんです。建物は何ともないのに天井が落ちているところがあって、一部では、天井のつくり方とか考え方がもしかしたら変わるかもしれないみたいな話もちょっと出ていて、そのあたりは、これから建てる学校とか、学校と一般の建築とはちょっと天井の基準、つくり方は異なると思いますけれども、ああいう天井がバンと落ちてきてしまうようなことがあると決して安全とは言えないと思うので、それだけはちょっと頭に置いておいていただいたらと思います。

委　員　長　　そうですね。枠に乗っているだけですものね。

　では、次に、委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。

庶務課長　１つだけ。前回の教育委員会でもご報告させていただきましたけれども、不発弾処理が３月２１日に実施されました。あれは無事終わりました。３つの学校が避難所になっていまして、全ての学校で２００人程度の避難がされたとのことです。

　天気が雨模様で余り外に行かれなかったという人も行ったんではないかと思いますけれども、不発弾の処理は既に３０分程度で終わりまして、避難が解除されるまで２時間ぐらいだったでしょうか。ですけれども、無事終わりましたので、ご報告申し上げます。

委　員　長　　では、以上をもちまして、本日の委員会は終了いたします。傍聴の方は退席願います。

　なお、これから、教育委員と事務局事務打合せ会を行いますので、委員と職員の方はお残りください。

午後　　５時　４０分　閉会
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